
金
滞
古
蹟
志
巻
十
占
ハ

六
僚
本
願
寺
の
末
寺
建
立
の
矯
め
、
数
高
の
材
木
・
末
口
物
幾
千
本

も
年
々
に
宮
腰
に
積
置
き
け
る
を
借
用
被
v
成
、
京
都
へ
雪
上
あ
り

て
、
車
牛
十
疋
被
a
召
下
一
一
彼
の
末
口
物
の
大
材
木
共
を
ぽ
寧
に
て
引

寄
せ
ら
る
。
と
三
蜜
記
に
載
せ
た
り
。
若
し
は
此
の
時
小
材
木
を
ぽ

川
舶
に
て
此
か
川
筋
よ
り
引
揚
げ
た
る
か
。
但
し
問
舎
に
元
和
の
頃

既
に
鬼
川
の
名
を
載
せ
た
れ
ば
、
寛
永
八
年
の
事
は
後
人
の
杜
撰
怠

る
べ
し
。
御
荷
川
の
名
は
尾
山
本
源
寺
の
時
よ
り
の
遺
構
と
の
停
訟

は
‘
貨
を
得
た
る
注
ら
ん
。
本
源
寺
を
ば
邑
民
牟
崇
し
て
御
山
と
稀

す
と
の
侍
読

rて
も
知
ら
れ
け
り
。

O
鬼
川
歌
舞
伎
座
跡

三
登
記
に
云
ふ
。
元
和
の
初
よ
り
、
筑
前
守
利
光
卿
は
、
御
在
江
戸

と
一
式
ふ
事
た
く
、
そ
の
故
い
か
ん
と
た
れ
ば
.
折
々
の
江
戸
御
参
勤

に
も
、
御
前
線
よ
り
頻
り
に
御
訴
訟
あ
る
に
付
、
二
・
三
今
月
に
も
足

ら
宇
し
て
、
早
速
御
蹄
披
被
ν
成
け
り
0
.

御
前
様
・
若
君
建
の
御
慰
と

て
、
数
ナ
所
の
芝
居
を
越
野
川
・
犀
川
雨
所
に
建
て
な
ら
ぺ
、
あ
や
つ

り
・
歌
舞
伎
の
興
行
あ
り
て
、
折
々
登
城
仕
り
け
れ
ば
拝
領
物
防
相
敷
、

共
聞
え
京
都
・
犬
坂
に
限
れ
な
く
・
色
々
の
護
者
共
笠
々
に
参
り
け

り
。
英
中
に
も
犀
川
口
鬼
川
の
縁
に
女
歌
鋒
伎
の
座
あ
り
。
大
夫
に

事
保
の
末
欺
‘
元
文
の
頃
か
、
江
沼
郡
山
中
へ
上
方
よ
り
護
者
来
て

芝
居
興
行
す
。
是
加
賀
園
に
て
芝
居
の
始
り
怠
り
。
と
載
せ
た
れ
ど
、

元
和
・
寛
永
の
頃
既
に
金
津
に
歌
舞
伎
座
あ
り
て
流
行
せ
し
を
知
ら

ざ
る
も
の
也
。

。
梅
垣
知
鳳
醤
部

元
総
六
年
の
土
岐
に
‘
叡
垣
小
平
出
大
工
町
少
上
後
加
藤
停
右
衛
門

近
所
。
と
見
b
、
延
賓
の
金
樺
閏
を
見
る
に
、
古
寺
町
の
後
ロ
地
に

τ、

今
裏
古
寺
町
と
呼
ぺ
る
地
左
り
。
如
風
は
‘
板
垣
氏
の
元
組
小
平
知

貞
の
男
友
り
。
幼
名
を
ば
小
十
郎
と
呼
ぴ
、
成
長
し
て
新
磯
信
精
と

稽
す
。
藩
士
奥
村
精
兵
衛
の
女
を
婆
り
、
一
男
一
女
を
生
む
。
然
る

に
父
存
命
中
不
行
放
の
事
共
あ
り
て
、
貸
永
元
年
に
父
残
す
と
い
へ

E
も
、
父
が
遺
跡
は
一
男
久
五
左
衛
門
相
続
し
て
家
督
す
。
新
磁
信

精
は
寅
永
三
年
に
落
髪
し
て
、
如
風
と
稽
し
隠
遁
者
と
成
り
、
一
生

俗
事
に
閥
係
せ
4
1
0

害
絡
を
渉
機
し
て
世
事
を
観
念
し
.
元
文
五
年

十
二
月
十
二
日
天
然
に
し
て
残
せ
り
。
今
奮
出
識
に
僻
来
せ
る
松
梅
語

闘
は
、
如
風
の
著
述
に
て
、
毎
巻
に
北
賀
隠
士
春
求
信
精
越
。
と
記
載

す
。
叉
群
書
採
援
と
い
ふ
あ
り
。
此
の
書
は
年
来
渉
機
せ
し
記
録
の

抜
特
に
て
、
寄
践
に
享
保
十
七
年
卯
秋
染
目
老
筆
-
源
信
精
。
と
書
載
せ

金
滞
古
蹟
志
巻
十
六

四
回

は
h
a

吉
・
堕
が
ま
・
十
五
夜
と
て
三
人
の
女
あ
り
。
皆
人
是
に
具
名
を

付
け
、
楊
貴
妃
・
李
夫
人
・
勾
首
の
内
侍
と
申
し
け
り
。
共
の
外
十
六

七
・
廿
許
の
女
共
三
拾
人
有
り
て
‘
兵
庫
わ
げ
に
前
髪
を
置
き
、
朱
か

い
ら
ぎ
の
犬
小
に
、
金
銀
す
か
し
の
鍔
・
真
紅
の
下
緒
、
印
筋
・
巾
着

を
さ
げ
さ
せ
、
い
つ
も
若
衆
の
出
立
に
て
、
さ
ま
ん
¥
の
聞
に
狂
言

を
ま
じ
へ
・
天
下
無
双
の
猿
若
に
て
、
随
分
面
白
か
り
け
れ
ば
、
侍

衆
の
奥
方
・
子
共
衆
、
上
下
男
女
の
嫌
ひ
た
く
、
札
銭
友
吹
の
と
ま
が

ね
三
分
づ
L

の
事
た
れ
ば
、
毎
回
数
百
人
の
見
物
あ
り
云
々
。
叉
金

津
俳
優
停
記
に
も
1

御
前
様
・
御
子
様
方
御
慰
の
た
め
、
漉
野
川
・
才

川
雨
所
に
芝
居
見
物
場
あ
り
。
あ
や
つ
り
・
か
ぶ
さ
し
た
ん
¥
の
も

の
京
・
大
坂
に
て
名
高
き
婆
人
共
来
り
居
け
り
。
中
に
も
鬼
川
の
橋

に
、
た
が
い
と
川
と
い
ふ
所
に
、
女
か
ぶ
き
の
座
を
建
て
、
治
き
ち
・
'

し
ほ
が
ま
・
十
五
夜
と
て
三
人
の
大
夫
あ
り
云
々
。
と
載
せ
た
り
。

是
も
三
蜜
記
.K
撮
り
て
記
載
せ
し
も
の
た
る
べ
け
れ
ど
.
ゐ
に
川
に

な
が
い
と
川
と
い
ふ
所
に
歌
舞
伎
座
を
建
っ
と
あ
り
。
・
な
が
い
と
川

と
い
ふ
地
今
詳
か
た
ら
宇
。
按
4
3
る
に
、
是
奮
藩
園
初
以
来
金
津
市

中
に

τ‘
歌
舞
伎
座
の
濫
筋
な
る
べ
し
。
小
松
人
二
口
茶
と
い
ふ
人

の
筆
記
せ
る
壁
の
光
と
い
ふ
冊
子
に
、
母
の
物
穏
に
て
聞
け
る
に
、

た
り
。
尤
賞
す
べ
き
博
勝
と
い
ふ
に
は
非
宇
と
い
へ
ど
も
‘
隠
遁
者

の
時
人
な
り
し
故
、
時
停
を
愛
に
較
す
。

O
養
智
院
前

此
の
地
は
、
も
と
養
智
院
の
門
前
地
の
み
を
稽
せ
.
し
か
ど
、
今
古
寺

町
・
木
倉
町
の
後
園
地
の
惣
名
と
友
り
て
、
此
の
地
法
を
ぽ
凡
て
餐
智

識
3
7
0

。
淵
光
山
議
智
院

民
言
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
.
蛍
寺
開
組
元
耐
建
立
。
正
保

二
年
竹
中
是
三
を
以
て
寺
地
願
上
げ
L
る
底
、
翌
一
コ
年
犀
川
長
門

上
ザ
地
町
民
於
て
、
寺
屋
敷
拝
領
被
=
仰
付
一
同
年
寺
港
管
仕
。
と
あ

り
。
按
宇
る
に
、
竹
中
是
三
は
‘
寛
永
四
年
の
士
艇
に
、
御
傍
衆
百
.

五
十
石
竹
中
是
=
一
。
と
あ
り
。
又
長
門
上
グ
地
町
は
今
云
ふ
長
門
町
た

り
。
此
の
町
地
は
山
崎
長
門
の
邸
跡
・
な
り
と
い
ひ
停
ふ
れ
ば
、
養
智

院
の
寺
地
は
長
門
の
邸
跡
な
る
地
内
・
な
り
し
と
聞
ゆ
。

。
養
智
院
-
門
堂

地
裁
膝
胎
新
記
に
-X
ふ
。
金
海
犀
川
長
門
町
潤
光
山
養
智
院
一
門
堂

の
本
牟
延
命
大
士
は
、
弘
法
大
師
の
彫
治
、
立
像
長
二
尺
三
寸
三
歩

也
。
往
昔
能
州
鳳
至
郡
某
寺
に
安
置
す
c
元
総
六
突
酉
十
月
石
川
郡

四
五




